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一問一答方式

答
（
市
長
）�

　

整
備
事
業
の
財
源
は
、

国
か
ら
の
交
付
金
と
起

債
、
一
般
財
源
で
あ
る
こ

と
か
ら
全
国
市
長
会
な
ど

の
要
望
活
動
を
通
じ
て
財

源
確
保
に
努
め
る
。

問�

　
こ
の
事
業
は
日
常
生
活

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
ま
た
、
地
域
に

入
る
ほ
ど
高
齢
化
も
進
ん

で
い
る
こ
と
か
ら
高
齢
者

な
ど
の
社
会
的
弱
者
に
寄

り
添
っ
た
行
政
運
営
に
努

め
る
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

高
齢
者
に
優
し
い
道

路
・
水
路
整
備
は
そ
の
通

り
だ
が
、
財
源
が
厳
し
く

や
り
く
り
が
大
変
な
の
も

現
実
で
あ
る
。
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
の
策
定
を
急

ぎ
、
補
助
金
等
の
優
先
採

択
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
る
。

問�

　
財
源
不
足
を
理
由
に
当

初
の
計
画
通
り
に
整
備
さ

れ
ず
毎
年
繰
延
状
態
が
続

い
て
い
る
。
ま
た
、
市
民

か
ら
の
新
規
要
望
は
ほ
と

ん
ど
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
状
況
に
あ
る
。
財
源

確
保
を
図
り
着
実
に
推
進

す
べ
き
で
な
い
か
。

問�

　
当
市
の
厳
し
い
財
政
状

況
の
要
因
は
、
財
政
力
以

上
に
多
く
の
建
物
を
所
有

し
て
い
る
こ
と
と
、
作
っ

た
建
物
を
有
効
に
活
用
し

き
れ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
ハ

コ
モ
ノ
行
政
に
あ
る
と
認

識
す
る
が
。

答
（
市
長
）�

　
「
第
四
次
健
全
財
政
５

カ
年
計
画
」
の
策
定
に
合

わ
せ
、
第
二
次
遠
野
市
総

合
計
画
は
じ
め
各
種
計
画

と
の
整
合
性
を
図
り
つ

つ
、
施
設
整
備
に
係
る
経

費
や
完
成
後
の
維
持
管
理

費
の
検
証
、
有
効
活
用
な

ど
効
率
的
な
行
政
運
営
に

努
め
る
。

問�

　
旧
Ｊ
Ａ
ビ
ル
（
あ
す
も

あ
遠
野
）
の
整
備
と
維
持

管
理
に
高
額
な
税
金
を
投

入
し
て
き
た
も
の
の
、
１

階
部
分
の
未
使
用
状
態
が

長
年
続
い
て
い
る
。
早
急

に
解
決
策
を
見
出
す
べ
き

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
会
社
に

よ
る
飲
食
・
物
販
店
の
提

案
を
受
け
て
い
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
白
紙
に
な
っ
た
。「
戦

略
情
報
発
信
エ
リ
ア
」
に

位
置
し
て
お
り
、
観
光
客

や
市
民
が
立
ち
寄
り
や
す

い
環
境
に
あ
る
こ
と
か
ら

早
く
結
論
を
出
し
た
い
。

問�

　
ハ
ー
ド
優
先
の
ハ
コ
モ

ノ
行
政
か
ら
、
ソ
フ
ト
と

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
重

点
を
置
い
た
政
策
に
転
換

す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
し

っ
か
り
組
み
込
み
、
望
ま

し
い
利
活
用
に
つ
い
て
関

係
者
と
知
恵
を
出
し
な
が

ら
取
り
組
む
。

市
長	

財
政
規
模
に
見
合
っ
た
事
業
計
画
に
努
め
る

菊池��美也�議員
（遠野令和会）

建
物
に
係
る
物
件
費
が
多
す
ぎ
る

一問一答方式

問�

　
学
力
の
調
査
方
法
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

本
市
で
は
、
小
学
２
～

５
年
生
ま
で
は
国
語
と
算

数
、
小
学
６
年
生
と
中
学

１
年
生
は
理
科
・
社
会
を

加
え
、
中
学
２
・
３
年
生

は
さ
ら
に
英
語
を
加
え
た

標
準
学
力
検
査
を
平
成
25

年
か
ら
継
続
し
、
個
人
の

伸
び
や
経
年
変
化
を
見
取

っ
て
い
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
知
能
を
検

査
し
、
知
能
と
学
力
の
相

関
を
経
年
で
把
握
し
て
い

る
。こ
こ
５
年
を
見
る
と
、

知
能
か
ら
期
待
さ
れ
る
学

力
を
発
揮
し
て
い
る
小
学

生
の
割
合
は
90
％
前
後
を

維
持
し
、
５
年
前
に
72
％

だ
っ
た
中
学
生
は
、
80
％

台
半
ば
ま
で
伸
び
る
な
ど

改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
。

教
育
長		

自
分
が
自
分
ら
し
く
、

	
	

よ
り
よ
く
生
き
る
た
め

ど
う
し
て

　

勉
強
し
な
く
ち
ゃ

　
　

い
け
な
い
の

問�

　
学
力
と
の
関
係
に
お
い

て
非
認
知
能
力
を
ど
の
よ

う
に
考
え
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

 

※
学
力
の
３
要
素
い
わ

ゆ
る
認
知
能
力
と
非
認
知

能
力
と
の
間
に
は
一
定
程

度
の
相
関
関
係
が
あ
る
も

の
と
認
識
す
る
。

問�

　
児
童
生
徒
の
自
己
評
価

で
は
な
く
、
学
問
的
な
裏

付
け
を
も
っ
た
非
認
知
能

力
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

非
認
知
能
力
に
焦
点
化

し
た
学
問
的
な
裏
付
け
の

あ
る
調
査
は
、
現
段
階
で

は
実
施
し
て
い
な
い
。

問�
　
学
力
の
伸
び
と
非
認
知

能
力
を
同
時
に
調
査
で
き

る
新
た
な
手
法
が
全
国
に

広
が
っ
て
い
る
。

　
取
り
入
れ
る
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

児
童
生
徒
一
人
一
人
の

実
態
把
握
と
教
師
の
指
導

方
法
の
改
善
は
一
体
の
も

の
で
あ
り
、
調
査
結
果
か

ら
得
ら
れ
た
児
童
生
徒
の

学
び
の
姿
に
応
じ
た
指
導

方
法
の
改
善
を
図
っ
て
い

く
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

継
続
し
た
取
り
組
み
の

検
証
に
よ
り
成
果
と
課
題

を
明
ら
か
に
し
、
施
策
に

反
映
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
が
、
適
宜
情
報
収
集

に
努
め
、
学
力
向
上
に
資

す
る
も
の
が
あ
れ
ば
前
向

き
に
検
討
し
た
い
。

※非認知能力とは
　目に見えない、数値化しにくい分野の能力。
　自尊心、自制心、自信といった「自分を管理する力」と
協調性、思いやり、道徳性などの「人と関わる力」のこと。
※学力の３要素とは
①�基礎的・基本的な知識・技能　
②�思考力・判断力・表現力等　
③�主体的に学習に取り組む態度

※非認知能力  育てよう
教育長 	 認知能力と非認知能力は
	 　	どちらも学力の要素であり、どちらも大切

市道と水路の整備方針は
市長 	総合計画の
	 後期５カ年計画に位置付ける

厳しい財政見通しの現状

令和７年度までの財政見通し（財政健全化前）

区　分 R 2 R 3 R 7
◇自主財源 5,791 5,721 4,888
◇地方交付税 7,435 7,190 6,894
◇国・県支出金等 10,297 8,881 5,425

合　計 23,523 21,792 17,207

歳　入（単位：百万円）

区　分 R 2 R 3 R 7
◇主要三基金残高 1,865 1,803 845
財政調整基金 1,440 1,432 541
市債管理基金 253 254 154
公共施設等整備基金 172 117 150

主要三基金年度末残高（単位：百万円）


